
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
に
係
る
解
明
要
求

に
つ
い
て(

回
答)

平
成
十
八
年
八
月
十
一
日

(

金)

十
六
時
三
十
分
よ
り

区
政
会
館
十
四
階

出
席
者

一
組
側

速
水
参
事(
企
画

室
長
事
務
取
扱)

組
合
側

細
谷
副
委
員
長
・

山
下
副
委
員
長
・
箱
田
書
記

長
・
内
山
書
記
次
長

中
里

会
計
・
金
子
執
行
委
員
・

小
林
執
行
委
員
・

当
局
側:

七
月
十
九
日
に
受

け
た
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
解
明
要
求j

に
対
す
る

回
答
を
い
た
し
ま
す
。

当
局
側:

頂
い
た
質
問
項
目
に

は
、
私
ど
も
清
帰
一
組
の
所
管

外
の
事
項
や
、
皆
さ
ん
方
の
主

張
と
居
わ
れ
る
事
項
等
も
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
が
、
職
員
の
不

安
や
疑
問
を
払
拭
す
る
た
め
、

可
能
な
限
り
答
え
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
た
。

で
は
、
皆
さ
ん
方
か
ら
の
質
問

に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
お
聞

き
取
り
く
だ
さ
い
。

《
回
答
の
主
旨
説
明
》

私
か
ら
は
以
上
で
す
。

組
合
側:

た
だ
い
ま
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
解
明
要
求
に
対

す
る
回
答
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
の
回
答
を
基
に
討

議
い
た
し
ま
す
。
共
に
清
掃
事

業
に
携
わ
る
者
と
し
て
知
恵
を

出
し
合
い
、
よ
り
良
い
も
の
と

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
検
討
す
る
な
か
で
不
明

な
点
等
が
あ
れ
ば
改
め
て
協
議

を
申
し
入
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

解
明
要
求
内
容
と

当
局
回
答
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
、
区
長
会
の
決
定
は
今
回
の

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
決
め

る
に
あ
た
り
、
そ
の
第1

に
循

環
的
利
用
施
策
の
拡
充
と
し
て
、

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
法
」

を
あ
げ
、
①
発
生
抑
制
、
②
再

使
用
、
③
再
生
利
用
（
マ
テ
リ

ア
ル
、
ケ
ミ
カ
ル
）
、
④
熱
回

収
、
⑤
適
正
処
分
の
順
で
実
施

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る

と
し
、
可
能
な
限
り
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
発
生
抑
制
か
ら
再
生

利
用
ま
で
の
各
種
施
策
の
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

Ａ
、
二
十
三
区
の
所
管
事
項
で

す
の
で
、
一
組
は
回
答
す
る
立

場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

ま
た
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
お

い
て
も
ま
ず
発
生
抑
制
、
次
に

再
生
利
用
、
そ
し
て
熱
回
収
と

し
て
い
ま
す
。
各
区
の
発
生
抑

制
、
再
生
利
用
等
の
施
策
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

法
の
趣
旨
か
ら
言
っ
て
優
先

度
の
高
い
発
生
抑
制
か
ら
再
生

利
用
ま
で
の
施
策
に
つ
い
て
、

ま
ず
全
区
で
統
一
対
応
す
べ
き

で
す
。
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

の
手
段
は
そ
の
後
の
対
応
な
の

で
そ
れ
こ
そ
各
区
事
項
で
よ
い

こ
と
が
ら
で
す
。
優
先
度
の
一

番
低
い
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

を
い
き
な
り
、
区
長
会
統
一
対

応
で
決
め
た
こ
と
は
、
循
環
型

社
会
形
成
か
ら
す
る
と
議
論
が

逆
転
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
後
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な

る
で
し
ょ
う
し
、
資
源
循
環
型

社
会
の
形
成
の
方
向
か
ら
、
使

い
捨
て
社
会
へ
の
後
戻
り
を
助

長
す
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

Ａ
、
二
十
三
区
の
所
管
事
項
で

す
の
で
、
一
組
は
回
答
す
る
立

場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
区
長
会
で
は
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
の
前
提
と
な
る
再
生

利
用
の
拡
充
を
図
る
に
あ
た
っ

て
、
圧
縮
梱
包
施
設
の
確
保
に

つ
い
て
各
区
の
責
任
に
お
い
て

行
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
施
設
整
備
を
計
画

し
て
い
る
区
に
つ
い
て
、
知
見

が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。
ま

た
こ
れ
に
伴
っ
て
、
工
場
施
設

の
一
部
を
使
用
し
た
い
と
す
る

区
が
仮
に
あ
っ
た
場
合
、
一
組

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
る
つ
も
り
か
お
聞
き
し
た

い
。

Ａ
、
各
区
の
計
画
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

区
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
当

該
工
場
及
び
関
係
機
関
と
協
議

し
て
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ
、
二
〇
〇
六
年
五
月
の
衆

議
院
環
境
委
員
会
の
中
で
環
境

大
臣
が
「
東
京
で
は
何
か
一
世

紀
前
の
話
み
た
い
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
包
装
の
分
別
収
集

そ
の
も
の
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

全
体
の
市
町
村
の
六
割
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
で
は

行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

今
後
望
ま
し
い
一
般
廃
棄
物

の
分
別
収
集
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
十
八
年
度
中
に
各
市
町
村
に

周
知
す
る
と
国
は
答
え
て
い
ま

す
。
従
っ
て
そ
の
動
向
を
見
て

か
ら
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
ん
で
も
遅
く
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
、
二
十
三
区
の
所
管
事
項
で

す
の
で
、
一
組
は
回
答
す
る
立

場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
清
掃
工
場
や
清
掃
事
務
所

で
実
際
に
働
く
者
達
の
こ
の
問

題
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
な

中
、
は
た
し
て
住
民
の
理
解
と

協
力
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
お
つ
も
り
で
す
か
。

Ａ
、
清
掃
一
組
で
は
、
一
廃
計

画
及
び
廃
プ
ラ
サ
ー
マ
ル
に
関

す
る
研
修
や
報
告
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
一
組
全

体
及
び
施
設
ご
と
に
Ｈ
Ｐ
や
各

種
資
料
を
活
用
し
た
研
修
等
ト

ウ
に
よ
り
、
理
解
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

住
民
に
対
し
て
は
、
廃
プ
ラ

サ
ー
マ
ル
に
関
カ
ン
す
る
情
報

発
信
と
し
て
Ｈ
Ｐ
だ
け
で
は
な

く
、
運
営
協
議
会
で
の
説
明
や

工
場
だ
よ
り
、
ま
た
、
工
場
と

連
携
し
て
区
が
開
催
す
る
住
民

説
明
会
に
参
加
し
説
明
を
行
う

な
ど
に
よ
り
、
住
民
の
理
解
促

進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
に
数
多
く
の
解
明
要
求

を
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合

で
特
集
号
に
て
明
記
し
ま
す
。
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詳細は

支部役員へ

９月１日

一組総支部常任執行委員会

7日 一組総支部執行委員会

14日 一組総支部

執行委員会

20日 団体交渉

22日 一組総支部執行委員会

各支部参加の要請行動

26日 一組総支部

常任執行委員会

27日 一組総支部支部委員会

今後の課題

予算人員、組合帰属問題、

配置定数、廃プラ焼却、

新会社設立問題

定数等、工場実態調査対応、

委託検討委員会、特勤手当て

互助活動、文厚部活動

週休日出勤について

各解明要求書作成

早期に総支部予算要求の確立を

退職予定者把握

行動予定と取り組み
予定変更あり

何
か
と

役
立
つ

組
合
員
の

た
め
の
事
業

問題点を大別しますと三点あります。一点目は「23区の所管事項です」

と回答した 問題です。ニ点目は事業系継続持ち込みごみの受け入れ基

準の問題です。三点目は清掃工場の焼却事業適正化の問題です。これら

三点の優先度についてどのように考えて いますか。私たちは一点目、

ニ点目の進捗状況や23区の統一対応及び解決、住民合意が優先されなけ

ればならないと考えています。

１、「23区の所管事項ですので、一組は回答する立場にはありません」

は、23区との関係等に用いる方便であり無回答の表明であります。

私たちは一組としての考えや姿勢、観点及び労使協議内容を要求して

います。共に遵守しなければならない「循環型社会形成推進法」の行

政責任として真剣な再回答を求めます。

2. 事業系継続ごみ基準問題は大きなトラブルが想定されます。当分の

間なのか本格実施に導入予定があるのかどうか回答を求めます。

「照合調査や業者指導の適正な実施」の責任所在はどこになりますか。

可燃ごみへの混入割合に継続ごみ受入実施がなされた場合の試算はさ

れていますか。既に搬入量の約4割、工場によっては6割以上が継続ご

みです。排出への事業者宣伝及びトラブル等は考えていますか。

「1O %の数値は資源化の拡充を見込んでいる」回答ですが、「13%前後j

になる確率をどの程度見込んでいますか。この試算値以上の最大数値

は全く想定していませんか。 「設計最高発熱量に迫る工場」は何工

場ですか。「ごみ質の変化に合わせた適切な 運転条件」とは何か具

体的に回答して下さい。

「腐食やクリン力発生の検証」方法はどのように考えていますか。

「必要な経費への対応」とは既に予算計上されていますか。 排出基準

値を超える恐れとへの回答では「適切な措置」になっています。当然

法令や、lSO及び自主基準値等の遵守になりますがどうですか。 以上。

８月３１日、一組総支部執行部、支部委員会は１９年度の

予算要求について、一組当局要請を実施した。

最初に、武藤賃金部長から一組総支部統一要求の読み上げ、

次に杉並工場支部から、特殊勤務手当て廃止の提案に対する

反対表明。豊島工場支部から工場のアウトソーシング反対と

早期新規人員要求。港工場支部から、新会社設立反対表明。

練馬工場支部から委託工場の問題点と改善要求を訴えた。

詳細は特集号でお知らせします。



特
殊
勤
務
手
当
の

見
直
し
に
対
す
る
声
明

本
日
、
清
掃
一
組
は
特
殊
勤

務
手
当
に
つ
い
て
見
直
し
の
提

案
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
内

容
は
、
変
則
勤
務
手
当
に
つ
い

て
、
「(

１)

土
曜
日
・
日
曜

日
勤
務
手
当(

３)

年
末
年
始

手
当
」
を
廃
止
す
る
。

清
掃
業
務
手
当
で
は
「(

１)

清
掃
関
係
業
務
従
事
者

ウ
、
炉
運
転

業
務
等
従
事
手

当
」
を
廃
止
す
る
。
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
施
行
予
定
日
は
、
平

成
十
九
年
一
月
一
日
、
交
渉
期

限
に
つ
い
て
は
「
平
成
十
八
年

九
月
三
十
日
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
変
則
勤
務
手
当
廃

止
の
理
由
に
つ
い
て
当
局
は
、

行
政
の
土
日
の
窓
口
業
務
と
民

間
の
サ
ー
ビ
ス
業
と
を
混
同
し
、

あ
た
か
も
社
会
全
体
の
流
れ
で

あ
る
か
の
ご
と
く
吹
聴
し
て
い

る
。
だ
が
、
清
掃
工
場
の
よ
う

に
、
三
六
五
日

二
十
四
時
関

連
続
操
業
し
、
土
曜
、
日
曜
に

つ
い
て
も
関
係
な
く
、
全
く

平
日
と
同
じ
よ
う
に
操
業
し
て

い
る
職
種
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。

作
業
の
実
態
か
ら
言
っ
て
も
、

土
日
に
、
権
利
で
も
あ
る
年
休

を
取
得
し
よ
う
と
し
て
も
、
ほ

と
ん
ど
取
れ
な
い
の
が
現
実
と

な
っ
て
お
り
、
家
族
と
の
団
ら

ん
な
ど
を
大
き
く
阻
害
し

て

い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

区
の
業
務
で
は
こ
の
よ
う
な

作
業
形
態
の
と
こ
ろ
は
皆
無
で

あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
や

同
業
関
連
業
種
の
民
間
企
業
に

お
い
て
も
土
曜
、
日
曜
を
休
み

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
圧
倒
的

多
数
で
あ
る
。

然
る
に
、
東
京
都
や
他
区
、

他
自
治
体
の
状
況
を
並
べ
立
て
、

こ
れ
ら
手
当
を
廃
止
す
る
こ
と

は
、
清
掃
一
組
が
職
務
の
内
実

を
無
視
し
、
使
用
者
と
し
て
の

主
体
性
を
放
棄
し
て
い

る
に

過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
「
炉
運
転
業
務
等
従

事
手
当

(

日
額

二
五
〇
円

)

に
つ
い
て
は
、
「
清
掃
関
連
業

務
従
事
手
当(

日
額
一
〇
〇
〇

円
ま
た
は

七
〇
〇
円

)

の
支

給
対
象
業
務
と
の
重
複
を
上
げ

て
い
る
。

し
か
し
、
清
掃
関
連
業
務
従

事
手
当
は
、
区
長
会
と
東
京
清

掃
労
働
組
合
本
部
に
よ
る
統

一
交
渉
の
場
で
、
調
整
額
の
変

わ
り
に
措
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
炉
運
転
業
務
等
従
事
手
当

は
、
収
集
・
運
搬
・
処
理
・
処

分
部
門
で
危
険
、
不
快
、
困
難

性
を
理
由
と
し
て
措
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ

ら
手
当
の
性
格
は
全
く
違
っ
た

種
類
の
も
の
で
あ
り
、
「
炉

運
転
業
務
等
従
事
手
当
」
と

「
清
掃
関
連
業
務
従
事
手
当
が

設
置
さ
れ
て
き
た
経
過
を
踏

ま
え
、
さ
ら
に
は
区
移
管
時
に

我
々
に
示
し
た
「
身
分
移
管
に

際
し
処
遇
総
体
の
水
準
低
下

を
招
か
な
い
と
い
う
約
束
を
再

度
呼
び
起
こ
し
、
清
掃
一
組

当
局
は
こ
れ
ら
の
手
当
を
堅

持
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
む
し
ろ
、
炉
運

転
等
業
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
作
業
環
境
測
定
で
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
管
理
濃
度

レ
ベ
ル

二
以
上
が
九
施
設
に

わ
た
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
大

幅
に
値
上
げ
を
す
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

施
行
予
定
日
お
よ
び
交
渉
期

限
に
つ
い
て
、
給
与
の
改
定
に

つ
い
て
は
労
働
条
件
に
関
わ

り
最
も
尊
重
さ
れ
る
交
渉
事
項

で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
日
程
に

つ
い
て
我
が
組
合
に
対
し
一

方
的
に
押
し
付
け
る
当
局
の
態

度
は
許
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

断
固
撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、

当
局
の
態
度
を
改
め
さ
せ
る
べ

く
取
り
組
み
を
、
組
合

員
全

員
で
強
化
し
て
い
く
も
の
と
す

る
。我

々
、
東
京
清
掃
労
働
組
合

一
組
総
支
部
は
今
回
の
清
掃
一

組
の
特
勤
手
当
改
悪
提
案
に
つ

い
て
、
撤
回
を
求
め
、
闘
う
も

の
で
あ
る
。

特殊勤務手当の
改正について( 提案 )

平成１８年８月２５日

清掃一部事務組合 総務部職員課

下記のとおり、特殊勤務手当の改正を提案する。

I 改正案 ( 手当名は略称 )

1 変則勤務手当

①「 (1) 土曜日・日曜日勤務手当」を廃止する。

②「(3) 年末年始勤務手当 」を廃止する。

2 清掃業務手当

①「(1) 清掃関連業務従事者手当、

ウ、炉運転業務等従事手当」を廃止する。

Ⅱ 施行予定日

平成 19 年 1 月 1 日

皿 その他

交渉期限は、平成 18年 9月 3O日とする。

特殊勤務手当て廃止案の
撤回を求める署名を

お願いします。

廃止案は、一組派遣職員も含みます。

再任用、再雇用職員の皆さんもお願いします。

家族も記入してください。

全員の取り組みで、

廃止案を撤回させよう！

２０日まで

人事考課制度( 試行 )に係る「自己採点」及び「異動申告」
の実施について

平成 18 年 9 月 15 日 ( 金 ) １７時より

当局 尾崎職員課長・松本労務担当課長

総支部 岡沢副委員長・箱田総支部書記長・内山総支部書記次長

武藤賃金部長・青木賃金部員

当局側 :7 月 12 日の交渉において、人事考課制度の試行については、制度の 概

要・スケジュール及び、自己申告制度の目標管理 ( 目標・成果シート )に関しては

了承をいただきました。

本日は、その際に後日協議とした自己申告制度の「自己採点」及び「異動 申告」

についての協議をお願いするものです。

実施についての基本的考え方を実施要領及び自己採点シート・異動申告シートとし

てまとめました。協議資料として添付しましたので、制度の概要を資料に沿って説明

します。（資料は後に明記します）

昨年までの制度との主な変更点をまとめますと、

自己採点は①区派遣職員も調査対象とすること。②自己採点の評価区分を「5段階」

から「4段階」としたことです。

また、異動申告の変更点は①家族状況欄を設けたこと。②異動希望の選択肢を、

4 項目から3 項目とし、「1~2 年後に異動を希望する」を削除したこと。

③技能系職員に「所属における主な担当業務 」「今後、希望する職務」の記述欄を

設けたこと。以上となります。

なお、業績評価制度に係る本人開示制度・苦情相談制度等については、 検討状況

に合わせて改めて協議することを申し添えます。

組合側 : 試行中の人事考課制度の自己申告に係る自己採点と異動申告の説明を受け

ました。この問題は試行とは言え職員にとっては重大な問題です。今後 の機関討議

のなかで様々な疑問や要望等が出されるものと考えます。

今後、解明及び改善要求を行うことになりますので、誠意を持って協議に応ずるこ

とを条件に、本日は持ち帰り組織内の討議に付すことといたします。

当局側 :19年度に向けた人事異動作業等の関係上、 1O月上旬には各調査・申告を実

施したいと考えます。今月中には協議が終えられるよう協力をお願 いします。

組合側 : 近日中に清掃工場のアウトソーシングに関する提案を行うと聞きています。

先日は特殊勤務手当の見直しが提案されました。

私どもにとっては厳しい闘いであり、スケジュール的にも大変厳しいものがありま

すが、出来るだけ協力はしたいと思います。

くみこちゃん
福田ゆーいち

ア
ル
カ
リ
食
品
は
体
に
い
い
っ
て
本
当
？

「
梅
酒
や
ワ
イ
ン
は
ア
ル
カ
リ
飲
料
だ
か
ら
体
に
い
い
」
「
肉
や

卵
料
理
は
体
を
酸
性
体
質
に
す
る
か
ら
避
け
た
ほ
う
が
い
い
」

最

近
こ
の
よ
う
な
ア
ル
カ
リ
食
品
信
仰
が
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
ビ
ー
ル
や
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
で
い
た
人
も
、
ワ
イ
ン

な
ら
ア
ル
カ
リ
飲
料
だ
か
ら
、
い
く
ら
飲
ん
で
も
体
に
い
い
ん
だ
と
ば
か
り
に
、
毎
日
せ
っ
せ
と
健
康
の
た
め
に
ワ
イ
ン
を
が
ぶ
飲
み
す

る
人
も
い
ま
す
。
で
も
、
本
当
に
ア
ル
カ
リ
性
食
品
を
食
べ
て
い
れ
ば
体
に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
、
結
論
を
急
ぐ
前
に
、
食
品
が
酸
性

か
ア
ル
カ
リ
性
か
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
る
か
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
の
酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
は
、
そ
の
食
品
を
燃
焼
し
、

そ
の
後
に
残
っ
た
灰
の
ぺ
ー
ハ
ー
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
め
ま
す
。

ぺ
ー
ハ
ー
と
は
溶
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
の
濃
度
を
示
す
指
数
の
こ
と
で
、
ぺ
ー
ハ
ー
七
・
〇
が
中
性
で
、
そ
れ
よ
り
高
け
れ
ば
ア
ル
カ
リ

性
、
低
け
れ
ば
酸
性
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ア
ル
カ
リ
性
か
酸
性
の
判
定
は
燃
や
し
た
食
品
の
残
り
か
す(

灰)

で
決
め
る
の
で
す
か
ら
、
私

た
ち
の
体
に
と
っ
て
は
全
く
意
味
の
な
い
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
決
し
て
灰
に
な
っ
た
状
態
で
食
物
を
口
に
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
胃
の
中
で
消
化
す
る
に
し
て
も
燃
焼
さ
せ
る
よ
う
な
状
態
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

私
た
ち
の

体
の
体
液(

血
液
も
含
め
て)

は
、
腎
臓
の
働
き
に

よ
っ
て
常
に
ぺ
ー
ハ
ー
約
七
・
四
前
後
の
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
も
し
、
酸
性
食
品
を
食
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
ぺ
ー
ハ
ー
が
〇
・
二
程
度
で
も
酸
性
に
傾
け
ば
、
私
た
ち
の
生
命
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
危

険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
現
実
に
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
酸
性
体
質
に
な
れ
ば
云
々
も
、
気
に
す
る
必
要

は
な
い
の
で
す
。
要
は
、
ア
ル
カ
リ
性
食
品
、
酸
性
食
品
の
一
方
に
片
寄
ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

総支部通信 第５号


